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	現代のクライエント中心療法（CCT）・パーソンセンタードアプローチ（PCA）入門講座

	お勧め文
	皆様の熱意に応えて、今年も、クライエント中心療法（CCT）とパーソン・センタード・アプローチ（PCA）の入門講座を開催します。ＣＣＴとPCAは関係を生きクライエントの力を生かす心理臨床の原点です。そのCCTとPCAの本質および現代的意味の理解を深めたいと思います。現在でもこの立場に立つ心理臨床実践は極めて多いのですが、一方で、その本質的な意味や実践のコアが十分に理解されているとは言えません。心理臨床と近縁の分野ではもちろん、心理臨床家の間でも、未だに「共感」「反射」「受容」などの表層的理解に留まっている現状があります。

今回も、実践と思索、研究を深めておられる方々を講師としてお迎えして、CCTとPCAのこれからの方向を探ります。心理臨床家、教育・福祉・医療・保育など援助的活動に携わっている方々、それらを学んでいる学生、大学院生などの皆様の参加をお待ちしています。刺激的で魅力ある講座になると信じています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯長　喜一郎　【日本女子大学教授】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	開催曜日・
定員・受講料･場所・時間
	金曜日／定員４５名
／受講料８，０００円／財団８階講義室／18：30～20：00

	開催日
内容

講師（敬称略）

主な著書

など


	第１回　２０１１年　９月３０日　「CCT・PCAの中核と広がりを考える－個人心理療法を中心に－」　
飯長　喜一郎：日本女子大学教授

　　主な著書　
「ロジャーズ　クライエント中心療法 新版」（共編著）有斐閣　2011（印刷中）

「人間としての心理治療者－自己開示の適用と禁忌」（ﾜｲﾅｰ著,訳）有斐閣1983

「実践カウンセリング初歩－若い人のために」（単著）垣内出版　1998

　　　
第２回　２０１１年１０月　７日
「エンカウンターグループ（EG）によるコミュニテイの形成とその現代的意味」
　村山　正治：九州大学名誉教授　
主な著書　　　　　　　
「ｴﾝｶｳﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟとｺﾐｭﾆﾃｲｰﾊﾟｰｿﾝｾﾝﾀｰﾄﾞｱﾌﾟﾛｰﾁの展開－」（単著）ナカニシヤ出版 1993

「ロジャースをめぐって－臨床を生きる発想と方法－」（単著）金剛出版2005　

「コミュニテイアプローチ特論」（単著）放送大学教育振興会2003
第３回　２０１１年１０月１４日
「相手を理解することとは－共感的理解とフェルト・センス、フォーカシング」　　　　　　　　
小林　孝雄：文教大学准教授

主な著書
「ロジャーズ辞典」チューダー・メリー著（共訳）金剛出版　2008

「心理療法がうまくいくための工夫」（共著）金剛出版　2009

「カウンセリングのエチュード－反射・共感・構成主義」（共著）遠見書房　2010
　
第４回　２０１１年１０月２１日　「CCT／PCAのエビデンス－意外にある！－」
岡村　達也：文教大学教授　
　　主な著書

「カウンセリングの条件－クライアント中心療法の立場から」（単著）日本評論社　2007
「カウンセリングを学ぶ－理論・体験・実習　第2版」（共著）東京大学出版会　2007
「カウンセリングのエチュード－反射・共感・構成主義」（共著）遠見書房　2010　　
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